
こ
の
原
稿
を
草
稿
中
に
静
岡
県
熱
海

市
で
土
石
流
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し

た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
全
国
の
ど
こ
か
こ
こ
か
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
熱
海
市
で
の
災
害
は
、
一
気

の
降
雨
量
に
よ
る
災
害
で
は
な
く
、
何

回
か
の
少
し
激
し
い
降
雨
と
小
康
状
態

を
繰
り
返
す
波
が
あ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ

た
雨
水
に
よ
っ
て
、
深
層
崩
壊
が
起
こ

り
、
土
石
流
が
発
生
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
避
難
指
示
を
出
す
タ
イ
ミ

ン
グ
が
難
し
い
雨
の
降
り
方
で
あ
っ
た

と
コ
メ
ン
ト
す
る
識
者
も
い
ま
す
。

飛
騨
市
は
急
峻
な
山
林
の
裾
に
形
成

さ
れ
る
集
落
も
多
く
、
中
小
河
川
も
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
走
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

い
つ
何
時
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
…
。

河
川
の
氾
濫
、
山
腹
の
崩
壊
に
よ
る

災
害
の
危
険
性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、、あ
ら
た
め
て
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
防
災
対
策
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
水
上
　
雅
廣
）

編
集
後
記

　５月14日、古川小学校６年生63人が、社会科の授業の一環として、議会の仕組みや役割について学習する
ため議場を見学しました。
　議長、副議長からの説明を傍聴席で受けた後、実際に議場に入り、議長席や議員席、執行部席などに座り
臨場感を体感しました。
　児童からは「子どもからお年寄りまで明るく暮らせる飛騨市にしてください」「学校遊具の充実をお願いしま
す」などの声が聞かれました。
　これからの飛騨市を担っていく子どもたちに議会を学んでもらう良い機会になったのではないでしょうか。

12

議
会
だ
よ
り
第
69
号 

一
般
質
問
の
記
事
中 

議
場
で
の
発
言
に
即
し

て
い
な
い
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、議
論
に
即
し
た

内
容
と
し
適
正
な
一
般
質
問
の
報
告
に
努
め
ま
す
。

葛
谷
議
員

を
表
彰

籠
山
議
員

　
全
国
市
議
会
議
長
会
よ

り
、
葛
谷
寛
德
議
員
、
籠

山
恵
美
子
議
員
が
、
議
員

活
動
20
年
の
特
別
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

9月定例会開催日予定

9月 6日㈪　本会議　開会日（議案上程）
14日㈫　一般質問（1日目）
15日㈬　一般質問（2日目）
16日㈭　常任委員会（付託案件審査）
17日㈮　予算特別委員会
21日㈫　決算特別委員会（1日目）
22日㈬　決算特別委員会（2日目）
24日㈮　決算特別委員会（3日目）
28日㈫　本会議　閉会日

（付託案件委員長報告、採決）
※�日程は議会運営委員会で協議し変更となる場合
があります

古川小学校 6 年生  議場見学

全
国
市
議
会
議
長
会

（
第
97
回
定
期
総
会
）


